


 





出題の意図は、最新の最低賃金引き上げという具体的・時事的テーマを通して、沖縄の地

域経済の実情を理解し、事業者と労働者の双方の立場から影響を多面的に捉え課題を分析

し、自らの意見と対応策を論理的に示す力があるかどうかを確認することにある。具体的には、

① 時事的テーマに対する理解力・関心があるか（「初の 1,000 円台」「過去最大の改定」の

社会的インパクトを認識できるか）、② 沖縄の地域特性（観光業中心、中小零細企業の多さ、

1 人当たり所得の低さ、貧困問題等）の理解があるか、③ 多角的な思考力（事業者・労働者

双方の視点）があるか。例えば、事業者側からみた人件費増による経営圧迫、価格転嫁の難し

さ、労働者側からみた生活向上への期待、雇用への不安などの両面を整理して論理的に考察

できるか等を確認することにある（以上は、アドミッションポリシー１～５全てに関係あり）。 
















